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①地区によって異なる開発状況 

1.各地区の状況・特性 

 

ќ
 

 

ќ
 

 

ќ
 

○ 主要な調査が行われた2012年時点において 
   - 丸の内：竣工済の施設が多く、商業用途を含む複合ビルが多い 
   - 大手町：建設中の施設が多く、オフィスが中心 
   - 有楽町：建替前の施設が多く、新規開発ビルが少ない 
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①地区によって異なる開発状況 

1.各地区の状況・特性 

¸ ─ ─ ≤  
V 経済・業務機能が集積しており、一層の高次化・高質化により中枢的ビジ

ネス拠点の形成、国際交流拠点機能の向上が進められています。 
V オフィス機能に加え、飲食・物販・文化交流機能等も含んだ複合的ビルと

しての建て替えが進み、集客内容が大きく変わってきています。 
 

¸ ─ ≤  
V 国際金融機能や情報通信機能の集積融合を生かした高次オフィス機能、

新産業創造・国際ビジネスハブの形成が進められています。 
V オフィス機能とともに、文化交流・会議室・滞在宿泊機能も含めた施設整

備が進みつつあります。 
 

¸ ─ ≤  
V 商業・文化・芸術・交流機能など多くの機能の複合的集積を生かしつつ、

業務中枢機能も含め、一層の高度化・高質化が進められています。 
V 一部を除き、建て替え前の施設が多い状況です。 
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②丸の内・大手町で働く人は増加傾向 
○ 大丸有地区の昼間人口は、どの地区も増加傾向にあります。 
〇 特に、建替えが進んでいる丸の内では10万人以上が働いており、5年間で約

12%増加しています。 

1.各地区の状況・特性 
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③丸の内は買い物などの来街者も増加 
○ 買い物等の私事目的での来街者を

含む時間帯別の滞留人口をみると、
特に、丸の内で増加しています。 

○ これは、飲食・物販・文化交流機能
も含めた複合的施設整備が進み、
通勤業務のみならず、買い物・飲食
などでの来街者や夜間に滞在する
人も増えたことによるものです。 

1.各地区の状況・特性 

14時台は 
1.41 倍 

20時台は 
1.85 倍 



地区別の 
駐車需給バランス 

※ 交通状況については、開発・交通特性が異なる八重洲側と
丸の内側を分割した5地区に分類した上で分析しています 

    （大手町と有楽町について、丸の内側と八重洲側に2分割） 



8 

①一般・時間貸の割合が少ない大手町 
○ 駐車場整備台数は、丸の内1・2丁目が最も多く、全体の42%を占めています。 
○ 複合的な開発や商業機能が集積している地区は、一般・時間貸しが半分程

度を占めていますが、オフィス機能中心の大手町は26%と少ないです。 
○ 新たな開発が進んでいる丸の内1・2丁目や大手町では、荷捌き専用駐車場

の整備台数が多くなっています。 

2.地区別の駐車需給バランス 
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②大手町での貨物車の路上駐車が多い 
○ 平日は、丸の内や大手町において特に貨物車の路上駐車が多いです。 
○ 休日は、買い物客などが多い丸の内における乗用車の路上駐車が多いです。 

ĦẎʸ Ӳ ̝ ɅɶȽȏȑ 2012₴ ˆ ǲȽȭȵɶǶדȅȓǭǋǱǋ  
ĦȮɧɓʴǵɏɶȹɱɄɶȶǶƲ ѩǵ ʣ ְ ș100%ǯǞǦḹֻǵ᷂Ḣ  

2.地区別の駐車需給バランス 
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③駐車場整備量は全駐車需要に対応可 
○ 平日は、どの地区も駐車需要のピーク時に一般・時間貸駐車場の空きスペース

がある状況です（全ての路上駐停車車両を駐車場で受け入れることが可能）。 
○ 休日は、一般開放される駐車場が減る大手町では、路上駐車の一部を受け入

れることができませんが、隣接する他地区に十分な空きスペースが存在します。 

2.地区別の駐車需給バランス 
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地区別（主要施設）の 
駐車特性 
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①駐車施設外への訪問が多い有楽町 
○ 平日よりも休日の方が、駐車施設以外に目的施設があるケースが多い傾向が

どの地区にも見られます。 
○ 特に有楽町は、駐車場所と訪問先が異なるケースが多いです。 

3.地区別（主要施設）の駐車特性 
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②有楽町は短時間駐車が少ない 
○ 平日は、特に大手町や丸の内のビルで、30分未満の短時間駐車が7割弱を

占めています。これは、荷さばきなどを行う貨物車が多いためと考えられます。 
○ 休日は、どの施設も半数以上が60分以上の長時間駐車となっています。 

3.地区別（主要施設）の駐車特性 
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まとめ 
 丸の内地区は、他の地区よりも、複合的な開発が進展して
おり、昼間人口・滞留人口が大きく増加しているため、駐車
場の供給量および駐車需要が多くなっています。 
 どの地区でも路上駐車は存在しますが、オフィス機能中心
の大手町では、普通貨物車の路上駐車が多い傾向です。 

 また、駐車場利用者の特性をみると、特に有楽町に駐車す
る人が銀座などの周辺施設に立ち寄る傾向が確認されており、
周辺地域の道路環境改善に貢献していると考えられます。 
 

 このように大丸有地区の中においても、細かな地区ごとに
特性があり、それらを踏まえて駐車施設を整備することが重
要であるため、当地区では、1施設ごとに立地位置を踏まえ
て個別審査し、適切な駐車場の整備、運営を行っています。 


